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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  

東日本大震災を起因とした原子力発電事故に関する報道では、報道者でも単位を誤

って伝えるなど社会における放射線に関する知識不足が多く見られた。これらは我

が国の放射線教育が十分機能していないことを示す一面であろう。本学では、中高

物理教員を始めとした多くの理科教員を輩出しているが、物理学専攻の学生ですら

放射線項目（原子分野）のみについては高校時に十分学習していないため学生は不

安を抱えて入学をしてきている。さらに幼小中高の教育現場では保護者が自ら測定

した結果に対して返答できず申請者らに講演、現職教員研修の放射線分野の要望が

急増した。以上のことから教育関係者に放射線のより深い知識のみならず放射線の

測定方法、自然放射線などの知識からこれらの放射能問題に教育かつ応対できるレ

ベルが求められている。従って本研究では生活レベルまで入り込んだ本問題に教員

が自ら判断できるような現職教員・教員養成カリキュラム構築を目標とした。  
本研究では上記の問題点を解決するべく、社会情勢にあわせた放射能の知識を教員

が持てる学習カリキュラムの開発行っている。成果は免許状更新研修や東京都教育

委員会の研修にて実践した。また同一の内容を本学の学生実験においても実践した。

カリキュラムにおいては、放射線測定はどういったものなのか、測定の難しさなど

も根本から理解できるようにした。さらに簡易型放射線測定機器で自然放射線をフ

ィールドにて観測する内容も入れ、自然にはどの程度放射線があるのか、報道され

る放射線量はどの程度なのかといったことを正しく知るようなカリキュラムを開発

した。  
さらに学校における放射線教育副教材として「中学生向け放射線教育のパンフレッ

ト」を前年度製作したがその内容について、本年度は学術論文を執筆し、発表を行

った。論文においては、パンフレットの作成の経緯、配布・使用状況についても記

載し、パンフレットの効果についても検討を行った。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

RADIOISOTOPES ［ Vol.63］  2014 Number 3 資料「中学生向け放射線教育のパンフレ

ットの出版」亀沢知夏、鴨川仁、金井祐子、西浦慎悟、番田清美、荒川悦雄 

145-149 頁 (29-33 頁 ) 

 


